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■ 走るたび　四万十川桜マラソン
　今年も桜の季節がやってきた。こ
の時期の高知県民の関心の種は、高
知城にある標準木が全国一早い開花
をしてくれるかどうかだ。
その一方で、四万十川流域、特に四
万十町の住民たちは、桜が四万十川
桜マラソンのタイミングと合うかど
うかを気にかける。2009 年にはじ
まったこの大会は、昨年 10 回目の
記念大会を迎えた。当初 800 名ほど
だった参加者も、今では倍の 1600
名がエントリーする大会に成長し
た。桜舞う四万十川を眺めつつ走れ、
沈下橋もコースに入るこの大会は、
地元住民たちの温かいおもてなしも
あってファンが多い。

■ 合併を機に
　四万十川桜マラソンは、平成の大
合併で「四万十町」が誕生したこと
を機に始まった。幡多郡十和村、大
正町と高岡郡窪川町という３つの町
村が四万十町になったものの、郡を
またいでの合併ということもあって

町としての一体感は今ひとつだっ
た。言葉も幡多弁と土佐弁で微妙に
違い、文化圏的にも十和・大正は伊
予の影響が色濃いが、窪川は土佐文
化圏。そこで 3 つの旧町村が一緒に
なってできることをと考えたのが、
窪川からスタートし大正を通って十
和でゴールするマラソンだった。
このマラソン大会を企画し、ここま
で牽引してきた武田秀義さん（桜マ
ラソン実行委員会前会長）に、「桜
マラソン」命名の由来を聞いてみた。
武田さんはこう語る。「いや、特に
理由はなくて、たまたま桜の時期
だったのと、時を同じくして宿毛で
菜の花の中を走る『花遍路マラソン』
というのが始まるというので何とな
く対抗意識で・・・。」ドラマチッ
クな展開を期待したが、聞いた事実
は事実としてここに記しておく。

■ 四万十川沿いに 40010 本の桜を
江戸は隅田川の堤防、いわゆる墨堤
の桜並木が八代将軍吉宗公の命によ
り植えられたことは有名だが、四万

十川沿いに 40010 本の桜並木をつ
くることに執念を燃やした人がい
た。四万十川東部漁業協同組合の組
合長で、四万十川漁業協同組合連合
会の会長も長く務めた土居武夫さん
その人である。私たち四万十川財団
も、発足当初から理事をしていただ
き大変お世話になった。上記桜マラ
ソンの第 1 回総会に出席した土居さ
んは、四万十川東部漁協が 40010
本の桜を植えることを目標に活動を
続けていることと、その桜がテング
ス病に罹るなどしており手入れが必
要なことを述べ、大会関係者にも協
力を求めたという（武田氏談）。土
居さんは四万十川財団の理事会で
も、四万十川沿いに桜を植えられる
所がなくなり困っていること、どこ
か植えられるスペースがあれば知ら
せてほしいと訴えたこともあった。
　平成 15 年に始まった四万十川東
部漁協主催の植樹会は、平成 23 年
までの 10 年で 1900 本の桜を植え
た。2009 年 3 月に行われた 8 回目
の植樹を四万十川財団ブログでもと

↑四万十川沿いの桜並木 ↑植樹を行う土居武夫さん ( 中央 ) と関係者



　

イベント情報

【開催日】2019 年 3月 30日（土）
【会　場】津野町東津野 B＆G海洋センター
【時　間】13：30～ 16：30
【料　金】入場無料
【問合せ】津野町教育委員会事務局生涯学習課
　　　　  TEL：0889-62-2258　
              MAIL：kyoiku@town.kochi-tsuno.lg.jp

　四万十川川開きイベント「四万十リバーフェスタ 2019」が 4月 21日（日）
に四万十川川遊び公園ふるさと交流センターで開催されます。イベントでは
カヤックやラフティング体験（ラフティングは事前予約が必要です）の他、
水風船キャッチやスラックラインが楽しめます。四万十川財団も出店いたし
ますので、是非お越しください！

■四万十リバーフェスタ 2019

【開催日】4月 21日（日）
【時　間】10：00～ 15：00
【場　所】四万十川川遊び公園ふるさと交流センター
【参加費】無料
※ラフティングは体験料として 500 円が必要です
　事前にふるさと交流センター（0880-28-5758）にお申込ください　
【問合せ】一般社団法人四万十町観光協会
　　　　TEL：0880-29-6004　HP：http://shimanto-town.net/

■津野町幕末維新フォーラム　虎太郎と龍馬
　3月 30日 ( 土 ) に、津野町で津野町幕末維新フォーラム「虎太郎と龍馬」
が開催されます。フォーラムでは、浪曲師の春野恵子による虎太郎を題材に
した浪曲の披露や、「虎太郎と龍馬の志を伝えていくために」をテーマにパ
ネルディスカッションが企画されています。幕末を生きた津野町の偉人、吉
村虎太郎と坂本龍馬に思いをはせてみませんか。

りあげているので、そちらもご覧い
ただきたい。23 年以降、道路の見
通しの問題や下にある田圃への日当
たり、地権者の同意など種々の課題
があり、植樹する場所がなくなって
しまった。それからは地元住民から
場所の提供や、植樹した桜が枯れた
りした知らせがあった場合、東部漁
協が苗と日当を出して活動を継続し
ているという（四万十川東部漁協　
平野賢一組合長談）。

■ 四万十川のご意見番
　土居武夫さんは昨年の桜の頃に急
逝された。享年９３歳、一般的には
大往生といえる年齢だが、土居さん

を知る人にとっては早すぎる死だっ
た。ある時土居さんがおもむろにこ
う言ったことがある。「局長、僕は
１５０まで生きるつもりやけど、１
２０くらいまでしか生きられんかも
しれん。」その当時御年９０歳。そ
んなことが冗談で言えるほどお元気
だった。「四万十川のことで困った
ことがあればいつでも言いなさい、
応援しちゃるけん。」といつも言っ
てくれた。一見強面のいごっそう。
見た目通りの部分も無いわけではな
かったが、とてもやさしい人だった。
四万十川のご意見番として、長いこ
と四万十川を見守り続けてこられた
土居さんは、いまもどこかでこの川

を見守り続けている。私たちは土居
さんの遺志を継いで、美しい四万十
川を残していかなければならない。
４００１０本の桜とともに。


